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1.まえがさ
近年.偏披情報を用いてMUSICアルゴリズムの

分解能を向上させる研究が数多く報告されている
川121.しかし,これらの手法は従来のMUSIC?生と

比べて分解能は向上するものの. 81"井時間が増加
してしまうという欠点がある.そこで本稿では偏
波怖報を有効に利用し.別・g・時間をほとんど増加
させずに分解能を向上させる手法を提案し.本手

蛙が従来の偏披情報を用いた手法と比較して.臥
算コスト,分解能の点において有効であることを

実験により確認している.

2.直交偏波MUSIC法
2.1信号の定式化

受侶アンテナを水平(H).垂直(V)偏波にして.
発侶器にネットワークアナライザを用いて得られ
る　L個　の　周　波　数　サ　ン　プ　ル　デ　ー　タ

rC)(/,)(/=1.2,-」).(*=HまたはV)は,
d個の局所的散乱波を有しているものとし.それ
ぞれの受僧アンテナの位相中心は一致しているも
のとする.このとき全散乱電界は次式で表される
間

にこて'1.*・・はi番目の散乱波の伝搬遅延時間,
および.偏波に依存しない本葉的な散乱係数を表
し, γ.・.少.tは偏披状態を表す.また. sit (*=H
またはV)は水平(H),又は垂直(V)受信偏波によ
り得られるi番目の散乱波の散乱係数, 〟(')捕)
はH, V受侶偏波における時間平均O.分散62の
雑音を示している.更に式(1)は次に示すような行
列形式で表現することが可能である.
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の線状ターゲットを異なる痛さで配置し,送信側
にはV方向の偏披状態を有するホーンアンテナ
(12.4-18GHz)を使mL,受侶側にはH.Vの2通り
の受侶アンテナを用いた.このときの測定周波数
は13-17GHz(周波数帯域4GHz)とした.図2にV偏
波で受借したデータに対して逆フーリエ変換

(IFFT)を施したときの時間領域波形を示す.図3.
図4にそれぞれ14.5- I 5GHz(周波数帯域500MHz)
の測定データに対して.従来の偏披情報を用いた
MUSIC注目と今回示した直交偏披MUSIC法による
時間領域波形を示す.また.表1に図1.2,3で示さ

れているtarget#l,#2,#3による伝搬遅延時間と,
target#3以降にIf在する床からの反射(targel#4)に
よる伝搬遅延時間を示す.
従来までの偏披橘紺を用いたMUSIC法では

target#3以降の床からの反射成分の検出は困難で
あり.また, target#2に対しては.かなりの検山
誤差が存在している.それに対して今回示した手
法では床からの反射成分は明瞭に検出されており.

target〝2に対してもほほ正確に検出されている.
また.従来の偏披憎報を用いたMUSIC桂川に要し
た計罪時finiま68(sec)であるのに対し,今回示した
手法では2(sec)となり大幅に計算時imが短縮され
ている.

4.まとめ

今回示した直交偏披MUSIC接が従来までの偏披
捕根を用いたMUSIC法と比較して計抑時帆分解
能の点において有効であることを碓放した.
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図2.逆フーリエ変換による時間領域波形
(周波数13-17GHz)
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図1.測定状況図

表l　伝搬遅延時間推定結果(ns)
≠‖ # 2 # 3 # 4

IF F T 法 3 1 .2 9 3 1.9 8 3 3 .18 3 3 .7 2

従 来 法 3 1.3 0 3 2 .17 3 3 .17

直 交 偏 披 M U S IC 法 3 1 .2 9 3 2 .0 1 3 3 .18 3 3 .7 2
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図3.従来の偏披捕縄を用いたMUSIC法による時
間御衣波形/ =14.5GI¥z, N=20, M=7, A /=20MHz
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図4.直交偏披MUSIC接による時間領域波形/l=
14.5GHz, N=20. M=7, A /=20MHz


